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国
京　
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

吉
田
郡
永
平
寺
町
志
比
の
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
は
、
山
内
伽
藍
を
描
く
数

多
く
の
古
図
を
所
蔵
し
て
い
る（

（
（

。
古
図
は
近
世
初
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
高
祖
道
元
禅
師
と
二
祖
孤
雲
懐
奘
禅
師
の
五
十
年
ご
と
に
お

こ
な
わ
れ
た
大
遠
忌
事
業
に
関
連
し
て
つ
く
ら
れ
た
図
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
図
は
伽
藍
整
備
事
業
を
檀
信
徒
に
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
の

版
行
図
で
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
実
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

図
の
中
で
永
平
寺
を
描
く
図
と
し
て
は
一
番
古
く
、
大
き
な
図
が
「
永
平
寺
寺

境
絵
図
」
で
あ
る
（
図
１
）。
近
年
塔
頭
・
門
前
集
落
（
百
姓
村
・
大
工
村
）・

周
囲
の
山
並
み
を
描
く
こ
と
か
ら
「
永
平
禅
寺
全
図
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本

図
の
景
観
年
代
に
つ
い
て
は
、『
福
井
県
史
資
料
編
16
上
絵
図
・
地
図
』
に
お

い
て
の
金
坂
清
則
氏
に
よ
る
幕
府
巡
見
使
越
前
廻
国
を
契
機
と
す
る
と
い
う
視

点
か
ら
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
〜
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
と
す
る
説
と（

（
（

、

小
生
の
松
平
家
墓
所
の
変
遷
を
検
討
し
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
〜
延
宝

二
年
頃
の
成
立
と
す
る
説
が
あ
る（

（
（

。
金
坂
氏
は
古
図
の
絵
画
的
描
写
、
描
写
の

正
確
さ
、
山
門
の
仁
王
像
、
描
写
範
囲
と
そ
の
意
味
を
検
討
さ
れ
、
作
成
年
代

と
そ
の
契
機
を
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
小
生
も
絵
画
的
描
写
、
細
か
な
描

写
と
そ
の
正
確
さ
、
山
門
の
仁
王
像
、
描
写
範
囲
等
に
つ
い
て
は
大
き
な
異
論

は
な
い
。
し
か
し
、
金
坂
氏
は
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
同
じ
松
平
家
墓
所
の
形

態
を
実
測
し
て
明
ら
か
と
し
て
本
図
の
上
限
年
を
導
き
出
し
て
い
る
が
、
小
生

の
実
測
結
果
と
異
な
る
こ
と
や
、
同
墓
所
に
関
す
る
古
図
の
検
討
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
同
意
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
絵
図
作
成
の
契
機
に
つ
い
て

も
根
拠
が
乏
し
く
想
像
の
域
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
改
め
て
本

図
を
詳
細
に
検
討
し
、
本
図
作
成
時
期
を
再
確
認
す
る
。
さ
ら
に
今
ま
で
永
平

寺
塔
頭
と
福
井
藩
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
は
少
な
く
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て

新
た
な
論
を
提
案
し
、
同
時
に
本
図
の
作
成
契
機
に
つ
い
て
も
大
胆
な
試
み
を

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
景
観
年
代
な
ら
び
に
制
作
契
機
、
塔
頭
に
関
す
る
試
論
―

国　

京　

克　

巳
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一　

絵
図
描
写

　
『
福
井
県
史
資
料
編
16
上
絵
図
・
地
図
―
解
題
・
解
説
―
』
に
よ
れ
ば
、
本
図

は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
発
見
さ
れ
た
際
に
、
三
幅
対
と
す
る
た
め
に
四

辺
が
カ
ッ
ト
折
り
込
み
さ
れ
、
さ
ら
に
、
剥
落
部
分
の
一
部
に
墨
で
加
筆
さ
れ

た
痕
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
本
図
は
墨
と
代
赭
・
緑
青
・
群
青
な
ど
数
少
な

い
顔
料
で
墨
色
淡
彩
に
仕
上
げ
ら
れ
、
独
特
の
趣
と
美
し
さ
が
あ
り
、
構
図
も

緻
密
で
、
絵
画
水
準
も
高
い
と
い
う
。
そ
し
て
価
値
は
絵
画
的
に
み
る
べ
き
も

の
が
あ
る
と
同
時
に
、
描
写
が
精
細
か
つ
正
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
永

平
寺
に
関
す
る
第
一
級
の
歴
史
史
料
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
の
一

枚
に
戻
さ
れ
、
継
ぎ
目
の
折
り
込
ま
れ
て
み
え
な
か
っ
た
部
分
が
み
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
分
割
図
で
今
ま
で
剥
落
に
よ
っ
て
不
明
で
あ
っ
た
部
分

に
一
部
補
筆
さ
れ
て
い
る
個
所
が
明
ら
か
に
み
え
る
。
そ
の
た
め
、
細
部
詳
細

を
使
用
す
る
場
合
は
分
割
さ
れ
て
い
た
絵
図
写
真
と
比
較
し
、
十
分
注
意
し
て

用
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
図
は
北
を
上
と
し
、
ほ
ぼ
中
央
に
永
平
寺
の
塔
頭
と
開
山
塔
の
あ
っ
た
墓

域
、
そ
の
東
上
に
七
堂
伽
藍
と
松
平
家
廟
所
、
西
に
永
平
寺
の
門
前
村
を
描
く
。

東
か
ら
西
に
流
れ
る
永
平
寺
川
を
墓
域
の
南
に
描
き
、
門
前
村
は
永
平
寺
川
北

岸
を
中
心
と
す
る
百
姓
村
と
、
大
谷
峠
か
ら
の
支
流
沿
い
に
で
き
た
大
工
村
か

ら
な
る
。
図
の
周
囲
は
志
比
谷
周
囲
の
山
々
を
描
く
。
伽
藍
は
南
か
ら
北
に
階

段
状
に
山
門
・
仏
殿
・
大
殿
を
一
直
線
上
に
配
置
し
、
そ
の
右
に
大
庫
裏
、
左

に
僧
堂
を
配
置
し
、そ
れ
ぞ
れ
を
回
廊
で
繋
ぐ
。方
丈
・
小
庫
裏
は
大
殿
の
右
に
、

開
山
塔
と
孤
雲
閣
は
大
殿
と
仏
殿
の
途
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回
廊
で
繋
ぐ
。
衆
寮

図１　「永平寺寺境絵図」　永平寺蔵
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て

は
僧
堂
の
西
に
、
浴
室
は
大
庫
裏
の
南
に
、
東
司
は
山
門
西
の
廻
廊
に
寄
せ
て

配
置
す
る
。
松
平
家
廟
所
は
山
門
東
の
高
台
に
あ
り
、そ
の
南
に
経
堂
が
あ
る
。

本
図
は
細
か
い
部
分
ま
で
描
か
れ
、建
物
で
は
下
屋
の
有
無
、屋
根
の
種
類
（
檜

皮
葺
・
板
葺
・
茅
葺
）
や
壁
（
土
壁
・
板
壁
）
の
種
類
が
わ
か
る
程
に
細
か
く

描
か
れ
る
。
ま
た
、
樹
木
も
同
様
で
樹
形
を
意
識
し
、
針
葉
樹
は
葉
を
区
別
し

て
描
き
、杉
や
松
な
ど
の
お
お
よ
そ
の
樹
種
が
区
別
で
き
る
。
広
葉
樹
や
低
木
・

竹
・
生
垣
も
同
様
に
細
か
く
描
か
れ
る
。
周
囲
を
取
り
巻
く
山
々
は
画
一
的
な

表
現
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
樹
木
や
風
物
は
詳
細
に
所
々
に
描
か
れ
る
。

　

本
図
に
は
文
字
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
建
物
名
・
墓
所
名
・
塔
頭
名
・
神
社

名
・
碑
銘
・
永
平
寺
の
十
境
十
景
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
紙
面

を
削
っ
て
削
除
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
樹
木
で
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
判
別
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
、
明
ら
か
に
図
を
後
か
ら
修
正
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
字
の
大

き
さ
や
濃
さ
も
一
様
で
は
な
く
、
七
堂
伽
藍
の
建
物
名
・
墓
所
名
・
十
景
名
の

よ
う
に
大
き
く
て
濃
く
は
っ
き
り
し
た
も
の
か
ら
小
さ
く
薄
く
み
え
難
い
も
の

ま
で
あ
る
。
小
祠
の
名
な
ど
の
よ
う
に
小
さ
く
て
薄
く
、
見
逃
し
て
し
ま
う
よ

う
な
文
字
も
あ
る
。

　

描
写
の
正
確
さ
に
つ
い
て
は
、
本
図
に
み
ら
れ
る
伽
藍
、
境
内
、
門
前
集
落
、

さ
ら
に
永
平
寺
川
に
張
り
出
す
大
岩
、
特
徴
的
な
樹
木
な
ど
が
現
状
の
地
物
と

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　
　
　

二　

従
前
の
年
代
決
定
根
拠
と
問
題
点

　

金
坂
氏
の
本
図
の
年
代
決
定
根
拠
を
、
少
し
長
く
な
る
が
県
史
よ
り
引
用
す

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「（
前
略
）
幕
府
の
大
老
の
地
位
に
あ
っ
た
小
浜

藩
主
酒
井
忠
勝
の
援
助
で
万
治
元
年（
一
六
五
八
）に
造
立
さ
れ
た
経
蔵
と
仏
殿
、

及
び
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
忠
勝
死
後
、
忠
勝
の
こ
の
徳
を
偲
ん
で
造

立
さ
れ
た
碑
が
い
ず
れ
も
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
五
輪
塔
自
体
の
描
写
部
分
は

剥
落
し
て
い
る
も
の
の
、
延
宝
二
年
お
よ
び
そ
の
三
年
前
の
寛
文
十
一
年
に
逝

去
し
た
福
井
藩
四
代
藩
主
松
平
光
通
（
大
安
院
）
と
そ
の
奥
方
清
池
院
の
廟
に

な
っ
て
い
た
部
分
が
、三
代
藩
主
忠
昌
（
隆
芳
院
）
の
廟
の
北
側
の
区
画
に
あ
っ

た
状
況
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
現
地
調
査
（
計
測
）
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
、

本
図
が
延
宝
二
年
以

後
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。（
図

に
は
、
こ
こ
に
至
る
階

段
や
門
も
あ
っ
た
状

況
が
描
か
れ
て
お
り
、

門
の
跡
は
確
認
し
え

る
。）
そ
れ
ゆ
え
正
徳

四
年
ま
で
の
四
〇
年
間

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
が
さ
ら
に
元
禄
八

年
（
一
六
九
五
）
以
前

の
二
一
年
間
に
絞
り
う

る
。
そ
れ
は
同
十
五
年

の
高
祖
四
五
〇
回
忌
の

図２　松平家廟所
（手前から慶寿院・隆芳院と家臣・清池院・大安院の石塔、左端の廟所門）
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図３　松平家廟所部分（「永平寺寺境絵図」より）

910×450
中央目地付き
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多少の目地ズレ
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中央目地付き
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門礎石跡
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隆芳院

慶寿院

清池院
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0 1 5m N

灯籠
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図４　松平家廟所の床石板痕跡図
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に
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い
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前
の
同
十
三
年
頃
に
完
成
し
た
客
殿
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
が
同
八
年
で
あ
り
、

こ
の
客
殿
が
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
の
大
火
で
焼
失
し
た
客
殿
に
当
た
り
、

か
つ
、
本
図
中
に
文
字
注
記
だ
け
あ
っ
て
建
物
を
欠
く
法
堂
に
も
相
当
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
―
こ
の
客
殿
が
法
堂
に
も
仏
殿
に
も
な
る
建
物

と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
図
に
お
い
て
仏
殿
と

大
殿
の
間
の
平
坦
面
が
空
地
に
な
っ
て
い
る
の
は
描
写
に
誤
り
な
ど
で
は
全
く

な
い
。」
と
す
る
。

　

こ
こ
に
は
二
、三
の
疑
問
点
が
み
ら
れ
る
。
第
一
は
隆
芳
院
廟
（
以
下
、
本

稿
で
は
各
区
画
を
「
墓
所
」、
松
平
家
墓
所
全
体
を
「
廟
所
」
と
称
す
）
の
北

側
墓
所
を
計
測
し
て
明
ら
か
と
し
て
、
大
安
院
と
そ
の
奥
方
清
池
院
の
墓
所
と

即
断
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
図
２
・
３
）。
小
生
の
実
測
で
は（

（
（

、
隆
芳
院
墓
所

と
、
大
安
院
・
清
池
院
墓
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
南
北
石
柵
幅
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

と
な
る
の
に
（
図
４
）、
絵
図
で
は
隆
芳
院
墓
所
の
南
北
幅
は
大
安
院
・
清
池

院
墓
所
の
そ
の
幅
の
二
倍
弱
と
な
っ
て
い
て
、
描
写
が
正
確
で
あ
る
と
す
る
こ

と
に
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
延
宝
二
年
の
大
安
院
石
塔
設
置
を
計
画
し
た
図
と
思

わ
れ
る
松
平
文
庫
の
「
永
平
寺
御
石
塔
指
図
」（
図

（
（
（

５
）
に
は
絵
図
の
大
安
院
・

清
池
院
墓
所
の
入
口
と
さ
れ
る
門
が
隆
芳
院
墓
所
門
の
北
西
に
計
画
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
こ
の
位
置
の
床
石
板
に
四
脚
門
痕
が
遺
り
、
指
図
と
一
致
し
て
い

る
。
こ
の
痕
跡
か
ら
「
永
平
寺
御
石
塔
指
図
」
に
基
づ
い
て
廟
所
改
造
が
実
施

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
大
安
院
石
塔
と
清
池
院
石
塔
の
間

で
床
石
板
に
南
北
で
目
地
の
ず
れ
が
あ
り
、
大
安
院
石
塔
が
明
ら
か
に
後
か
ら

増
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
隆
芳
院
石
塔
と
現
在
の
廟
所
門
と
の
間
の
床
石
板
に
コ
の
字
型
の
目

地
ず
れ
が
み
ら
れ
、
こ
の
部
分
に
現
四
脚
門
が
納
ま
る
大
き
さ
と
な
る
。
こ
の

位
置
に
廟
所
門
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
廟
所
西
側
の

崖
（
階
段
は
削
除
さ
れ
て
い
る
）
と
廟
所
門
と
の
間
に
多
少
の
広
場
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
一
方
、
清
池
院
石
塔
前
の
中
央
灯
籠
と
西
端
灯
籠
の
床
石
板
に

目
地
ず
れ
が
み
ら
れ
、大
安
院
石
塔
前
床
板
石
に
は
そ
れ
が
全
く
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
目
地
ず
れ
の
位
置
は
隆
芳
院
石
塔
前
で
門
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
コ
の

字
型
の
床
石
板
の
目
地
ず
れ
よ
り
東
奥
に
位
置
し
、
本
図
の
そ
れ
ぞ
れ
の
門
の

様
子
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
図
は
明
ら
か
に
大
安
院
石

塔
の
増
設
前
の
状
況
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

第
二
に
本
図
に
は
慶
寿
院
と
隆
芳
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
所
に
法
号
が
記
載
さ

れ
る
の
に
大
安
院
・
清
池
院
墓
所
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
安

図５　「永平寺御石塔指図」
松平文庫　福井県文書館保管
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院
・
清
池
院
と
さ
れ
る
墓
所
北
側
に
文
字
を
削
っ
た
痕
が
み
ら
れ
、
そ
の
文
字

は
初
字
と
四
字
が
不
明
で
あ
る
が
、二
字
目
が
明
ら
か
に
安
の
文
字
で
は
な
く
、

池
の
さ
ん
ず
い
偏
と
旁
の
一
部
、
三
字
目
が
院
の
こ
ざ
と
偏
と
読
め
、
清
池
院

様
を
消
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
６
）。
前
述
の
よ
う
に
文
字
の
記
載
が
何
時

お
こ
な
わ
れ
た
か
は
わ
か
ら
ず
、
複
数
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
清

池
院
様
の
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
大
安
院
石
塔
が
増

設
さ
れ
る
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
安
院
石
塔
建
設
後
で
あ
れ
ば
、
大
安

院
様
あ
る
い
は
大
安
院
様
・
清
池
院
様
の
両
法
号
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
も
、
本
図
が
大
安
院
石
塔
の
増
設
前
と
す
る
根
拠
と
な
る
。

　

第
三
に
高
祖
四
五
〇
回
忌
前
の
元
禄
十
三
年
頃
に
完
成
し
た
客
殿
の
建
設
が

始
ま
っ
た
の
が
同
八
年
で
あ
り
、
こ
の
客
殿
が
寛
永
十
八
年
の
大
火
で
焼
失
し

た
客
殿
に
当
た
り
、
か
つ
、
本
図
中
に
文
字
注
記
だ
け
あ
っ
て
建
物
を
欠
く
法

堂
に
も
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
客
殿
が
元
禄
八
年

か
ら
十
三
年
の
間
に
建
て
ら
れ
、
客
殿
と
し
て
の
一
般
的
機
能
の
み
な
ら
ず
法

堂
・
仏
殿
の
機
能
と
な
る
建
物
と
な
る
こ
と
は
、元
禄
八
年
の
融
峰
禅
師
の
「
勧

化
疏
」
と
卍
山
道
白
の
祝
賀
偈
文
か
ら
同
意
で
き
る
が（

（
（

、
絵
図
の
書
き
込
み
に

大
殿
と
あ
る
建
物
が
元
禄
八
年
以
前
に
造
ら
れ
た
客
殿
（
寛
永
十
八
年
後
の
再

建
）
の
可
能
性
が
あ
っ

て
も
、
元
禄
八
年
か
ら

十
三
年
に
建
設
さ
れ
た

客
殿
と
も
考
え
ら
れ
な

く
も
な
い
。
そ
の
た
め

本
図
の
下
限
年
は
正
徳

四
年
の
火
災
前
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

三　

絵
図
の
景
観
年
代

　　

本
図
は
松
平
家
廟
所
の
大
安
院
・
清
池
院
墓
所
と
な
る
前
の
清
池
院
単
独
の

墓
所
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
清
池
院
の
墓
所
建
設
後
、
大
安
院
石
塔
増
設
前

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
越
前
世
譜
」
に
よ
れ
ば
、
清
池
院
は
寛
文

十
一
年
三
月
二
十
八
日
江
戸
屋
敷
で
逝
去
し
、
江
戸
天
徳
寺
に
葬
ら
れ
た（

（
（

。
石

塔
は
紀
州
高
野
山
と
志
比
荘
永
平
寺
に
建
立
さ
れ
た
。
分
骨
は
同
年
七
月
十
三

日
福
井
に
到
着
し
、
即
日
永
平
寺
に
納
骨
さ
れ
た（

（
（

。
石
塔
銘
に
「
寛
文
十
一
辛

亥
七
月
十
日
。
相
丁
国
主
夫
人
清
池
院
殿
法
譽
性
竜
大
禅
定
尼
卒
哭
之
忌
辰
。

預
馳
介
使
就
当
山
封
霊
骨
創
建
石
塔
。此
日
国
主
自
詣
供
養
。（
後
略（

（
（

）」と
あ
り
、

「
越
前
世
譜
」
と
納
骨
日
に
三
日
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
藩
主
光
通
が
自
ら

永
平
寺
に
登
り
、
納
骨
追
善
法
要
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
池
院
墓
所
入

口
の
門
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
大
安
院
石
塔
を
増
設
し
た
時
に
そ
の
位
置
を

隆
芳
院
墓
所
門
の
北
西
に
移
設
し
た
。
さ
ら
に
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
取

り
払
わ
れ
て
大
野
市
下
唯
野
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
南
専
寺
へ
山
門
と
し
て
同

九
年
に
移
築
さ
れ
た（

（（
（

。
南
専
寺
山
門
の
棟
木
墨
書
に
は
「
寛
文
十
二
年
亥
八
月

廾
八
日
ニ
渡
仰
／
御
奉
行
平
岡
作
五
右
衛
門
／
御
大
工
岩
崎
久
右
衛
門
／
并
ニ

ほ
る
物
大
工
／
増
村
次
郎
三
郎
／
斉
藤
喜
右
衛
門
／
山
口
五
右
衛
門
／
水
谷
角

□
／
旅
承
大
工
」
と
あ
り
、
干
支
と
和
暦
年
が
一
致
し
て
い
な
い
。
寛
文
十
一

年
七
月
に
石
塔
造
立
、
納
骨
、
百
日
法
要
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
墓
所

周
囲
に
設
け
ら
れ
る
石
柵
や
そ
の
内
部
床
の
石
板
伏
せ
、
門
建
設
の
指
示
が
普

図６　削除された文字
（「永平寺寺境絵図」より）
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国
京　
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

通
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
亥
年
の
寛
文
十
一
年
八
月
二
十
八
日
に

門
の
建
設
指
示
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
門
は
小
さ
い
建
物
で
短
期
間

で
完
成
で
き
、
奉
行
や
御
大
工
の
み
な
ら
ず
彫
物
大
工
ま
で
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
十
二
年
頃
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
隆
芳

院
墓
所
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
八
月
一
日
に
忠
昌
が
逝
去
し
、
翌
三
年
八

月
十
二
日
納
骨
、
こ
の
月
に
石
塔
造
立
指
示
、
翌
四
年
八
月
に
石
塔
が
完
成
し

て
い
る（

（（
（

。
隆
芳
院
墓
所
の
建
設
は
山
肌
を
切
り
開
く
敷
地
造
成
か
ら
行
な
い
完

成
ま
で
一
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
で
に
隆
芳
院
墓
所

の
建
設
の
後
、
慶
寿
院
墓
所
の
石
塔
が
一
年
で
完
成
し（

（（
（

、
大
き
な
敷
地
造
成
工

事
を
お
こ
な
う
必
要
の
な
い
清
池
院
墓
所
は
百
回
忌
で
石
塔
が
造
立
さ
れ
て
い

る
。
以
上
か
ら
、
寛
文
十
二
年
以
降
の
絵
図
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
現
在
の
よ
う
に
大
安
院
・
清
池
院
の
一
体
と
な
っ
た
墓
所
が
で
き
あ

が
る
の
は
光
通
の
逝
去
後
と
な
る
。
光
通
は
延
宝
二
年
三
月
二
十
四
日
逝
去
、

永
平
寺
納
骨
は
七
月
十
六
日
で
あ
る（

（（
（

。
前
述
の
よ
う
に
清
池
院
石
塔
は
逝
去
か

ら
百
日
法
要
ま
で
に
完
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
安
院
石
塔
も
同
様
に
納
骨

追
善
法
要
に
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
図
が

寛
文
十
二
年
か
ら
延
宝
二
年
頃
ま
で
の
三
年
間
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

四　

隆
芳
院
墓
所
の
現
配
置
の
疑
問
点

　

現
状
の
隆
芳
院
墓
所
の
石
塔
・
灯
籠
・
さ
ら
に
同
墓
所
入
口
門
の
配
置
を
改

め
て
み
る
と
、
八
基
の
灯
籠
の
西
端
に
あ
る
一
対
の
灯
籠
は
、
当
初
の
隆
芳
院

墓
所
入
口
門
痕
跡
か
ら
考
え
ら
れ
る
門
位
置
と
あ
ま
り
に
近
接
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
（
前
掲
図
４
）。
造
立
当
初
の
清
池
院
墓
所
門
痕
跡
と
灯
籠
の
配
置
、

慶
寿
院
墓
所
の
灯
籠
と
墓
所
門
の
配
置
を
み
る
と
、
灯
籠
は
門
と
は
あ
る
程
度

離
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
隆
芳
院
墓
所
跡
で
は
灯
籠
と
当
初
の

墓
所
入
口
門
が
近
接
し
す
ぎ
、
門
の
屋
根
が
灯
籠
に
か
か
る
の
で
は
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
灯
籠
の
配
置
が
当
初
か
ら
な
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
く
、

灯
籠
は
当
初
隆
芳
院
石
塔
側
に
寄
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

当
初
の
隆
芳
院
石
塔
は
も
っ
と
東
側
（
奥
）
に
寄
せ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。こ
の
た
め
新
た
に
家
臣
石
塔
を
隆
芳
院
石
塔
背
後
に
設
置
す
る
に
は
、

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
灯
籠
と
隆
芳
院
石
塔
を
西
側
へ
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

一
方
、
本
図
に
は
隆
芳
院
墓
所
門
の
棟
左
上
に
円
の
一
部
と
み
ら
れ
る
円
弧

の
墨
書
き
が
わ
ず
か
に
の
こ
る
（
図
７
）。
こ
の
円
弧
は
山
門
東
横
に
あ
る
廟

所
入
口
に
置
か
れ
る
灯
籠
の
一
部
に
よ
く
似
て
お
り
、
墓
所
内
の
配
置
か
ら
考

え
て
灯
籠
の
一
部
を
示
す
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
円
弧
の
左
横
は
、
本
図

で
は
慶
寿
院
墓
所
の
背
面
石
柵
位
置

に
当
た
る
。
現
状
床
板
石
の
痕
跡
図

に
よ
れ
ば
、
慶
寿
院
墓
所
の
背
面
石

柵
位
置
は
四
脚
門
正
面
か
ら
三
番
目

の
灯
籠
付
近
に
当
た
り
、
こ
れ
よ
り

東
側
（
奥
）
に
灯
籠
が
並
ん
で
い
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
永
平
寺
御

石
塔
指
図
」
に
よ
れ
ば
、
隆
芳
院
石

塔
と
左
右
の
家
臣
石
塔
は
、
台
座
の

図７　隆芳院墓所門背後の灯籠痕跡
（○印内）（「永平寺寺境絵図」より）
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背
面
位
置
を
合
わ
せ
て
置
か
れ
、五
人
の
家
臣
石
塔
台
座
は
北
隣
り
の
大
安
院
・

清
池
院
墓
所
の
背
後
柵
の
位
置
よ
り
西
側
に
配
置
し
た
痕
跡
（
糊
跡
）
が
み
え

る
。現
状
の
隆
芳
院
石
塔
と
左
右
家
臣
石
塔
は
石
塔
真
を
合
わ
せ
て
配
置
さ
れ
、

五
人
の
家
臣
石
塔
台
座
は
大
安
院
・
清
池
院
墓
所
の
背
後
柵
よ
り
東
（
奥
）
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
永
平
寺
御
石
塔
指
図
」
が
計
画
図
で
あ
る

と
同
時
に
、
こ
の
計
画
に
沿
う
方
向
で
大
安
院
石
塔
増
設
と
合
わ
せ
て
家
臣
石

塔
も
移
設
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
事
実
、
隆
芳
院
石
塔
と
そ
の
左
右

の
家
臣
石
塔
、
そ
の
背
後
の
家
臣
石
塔
台
座
の
置
か
れ
る
周
囲
の
床
石
板
を
調

査
す
る
と
、
隆
芳
院
の
左
右
と
前
面
床
、
左
右
の
家
臣
石
塔
の
外
側
、
隆
芳
院

石
塔
と
左
右
の
家
臣
石
塔
の
背
後
で
は
石
板
の
大
き
さ
が
異
な
り
、
床
石
板
目

地
の
ず
れ
も
み
ら
れ
る
。
明
ら
か
に
当
初
か
ら
隆
芳
院
石
塔
と
家
臣
石
塔
が
同

時
期
に
建
設
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
床
石
板
の
痕
跡
で
あ
る
。

　
　
　

五　

松
平
家
廟
所
の
北
側
石
列

　

本
図
に
は
清
池
院
墓
所
の
北
側
の
台
形
敷
地
に
自
然
石
風
の
石
塊
が
横
一
列

で
等
間
隔
に
六
個
と
、
そ
の
東
端
に
上
部
を
平
坦
に
削
ら
れ
た
大
き
な
岩
が
一

個
、
さ
ら
に
そ
の
北
に
樹
木
が
描
か
れ
る
。
こ
の
台
形
敷
地
の
南
北
幅
は
清
池

院
墓
所
の
南
北
幅
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
あ
る
。
東
端
の
岩
は
自
然
石
状
の
石

塊
の
倍
以
上
に
大
き
く
描
か
れ
る
。
こ
の
石
列
の
突
き
当
た
り
の
山
肌
に
は
大

き
な
岩
か
ら
滝
が
注
い
で
い
る
の
で
、
東
端
の
石
は
滝
坪
に
面
す
る
岩
を
描
い

て
い
る
と
も
み
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
人
為
的
に
上
部
を
削
平
し
た
岩
と
み
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
岩
は
本
図
で
は
永
平
寺
十
一
景
の
永
平
寺
川
沿
い
に
あ
る

涌
泉
石
付
近
に
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
台
形
敷
地
の
崖
側
と
な
る
北
や

西
面
に
は
上
部
が
尖
っ
た
石
柵
が
巡
り
、
廟
所
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
示
し
て

い
る
が
、
隆
芳
院
・
慶
寿
院
・
清
池
院
の
墓
所
周
囲
に
は
上
部
に
笠
木
を
お
い

た
石
柵
が
巡
り
、
藩
主
や
そ
の
室
の
墓
所
と
は
明
ら
か
に
区
別
し
て
い
る
。
こ

の
六
個
あ
る
い
は
七
個
の
石
列
は
松
平
家
廟
所
内
に
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
も
一

際
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
石
列
は
現
在
み
ら
れ
ず
、
前
述
の
よ
う
に

家
臣
石
塔
は
大
安
院
石
塔
増
設
と
同
じ
よ
う
に
後
か
ら
設
け
ら
れ
た
痕
跡
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
石
塊
は
清
池
院
墓
所
の
北
側
へ
大
安
院
石

塔
を
増
設
す
る
際
に
邪
魔
と
な
っ
た
た
め
に
隆
芳
院
石
塔
の
傍
に
置
き
直
さ
れ

た
家
臣
石
塔
の
前
身
墓
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
忠
昌
に
殉
死
し
た
家

臣
は
七
名
で
、
台
形
敷
地
の
石
列
七
個
で
あ
れ
ば
一
致
し
、
六
個
と
な
れ
ば
一

個
不
足
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
永
平
寺
二
十
五
世
良
頓
禅
師
叟
書
の
隆
芳
院
石
塔
銘
に
は
「（
前

略
）
左
右
賢
臣
。
含
忠
殞
命
（
後
略（

（（
（

）」
と
あ
り
、
隆
芳
院
石
塔
と
同
時
に
左

右
家
臣
の
墓
石
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
石
塔
銘
に
は
慶
寿
院

石
塔
や
清
池
院
石
塔
の
よ
う
に
年
月
日
が
み
ら
れ
な
い
（
大
安
院
石
塔
に
も
年

月
日
は
な
い
）。
良
頓
禅
師
は
正
保
三
年
十
二
月
に
永
平
寺
住
持
と
な
り
、
慶

安
元
年
一
月
以
前
に
退
院
し
て
い
る
か
ら（

（（
（

、
こ
の
銘
が
彫
ら
れ
た
の
が
正
保
三

年
十
二
月
か
ら
慶
安
元
年
ま
で
と
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
越
前
世
譜
」
に
は

一
周
忌
の
正
保
三
年
八
月
十
二
日
に
忠
昌
の
遺
骨
が
永
平
寺
に
納
め
ら
れ
、
同

月
に
石
塔
造
立
の
指
示
が
な
さ
れ
、
翌
四
年
八
月
四
日
に
石
塔
が
完
成
し
た
と

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
隆
芳
院
石
塔
完
成
は
正
保
四
年
八
月
と
な
り
、
良
頓
禅

師
時
代
に
よ
る
石
塔
銘
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
忠
昌
代
の「
越
前
世
譜
」



21

国
京　
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

で
は
同
日
に
同
じ
よ
う
な
内
容
に
続
い
て
「
但　

御
石
塔
之
側
ニ
殉
死
七
人
之

石
塔
も
御
建
立
」と
あ
る（
（（
（

。
家
臣
石
塔
が
両
側
に
並
ん
で
い
た
か
は
別
と
し
て
、

同
時
に
造
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
ぜ
良
頓
禅
師
は
年
月
日
を
入
れ
な
か
っ
た
の
か
。
良
頓
禅
師
入
院
時
に
は

隆
芳
院
の
百
回
忌
・
一
周
忌
が
過
ぎ
て
書
き
づ
ら
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
隆

芳
院
石
塔
は
完
成
し
て
い
た
が
、
家
臣
の
石
塔
が
ま
だ
工
事
中
で
あ
っ
た
か
ら

記
さ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
真
意
は
わ
か
ら
な
い
。
床
の
石
板
に
み
ら
れ
る
痕
跡
か
ら
考
え
る
と
、
隆
芳

院
石
塔
と
そ
の
周
囲
の
石
敷
き
が
一
度
完
成
し
た
が
、
そ
の
後
に
家
臣
石
塔
を

追
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
痕
跡
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
隆
芳
院

石
塔
完
成
時
に
は
家
臣
石
塔
が
近
接
し
て
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

　

隆
芳
院
石
塔
完
成
時
に
は
、
松
平
家
廟
所
は
家
臣
石
塔
を
含
め
て
も
一
ヶ
所

で
、
南
の
慶
寿
院
墓
所
も
、
北
の
清
池
院
墓
所
も
な
か
っ
た
。
本
図
か
ら
慶
寿

院
墓
所
は
そ
の
東
側
や
南
の
経
堂
側
に
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
る
の
で
、
経
堂
が

明
暦
四
年
に
完
成
し
た
後
に
、
隆
芳
院
墓
所
南
側
を
造
成
し
て
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
隆
芳
院
墓
所
北
側
の
敷
地
は
現
在
の
よ
う
に
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
か
っ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
隆
芳
院
墓
所
の
石
柵

外
に
家
臣
石
塔
を
左
右
に
配
置
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
想

像
さ
れ
る
。
隆
芳
石
塔
銘
の
左
右
賢
臣
は
文
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
図
の
家
臣
墓
と
み
ら
れ
る
石
塊
数
は
明
ら
か
に
六
基
と
み
る

こ
と
が
妥
当
で
、
殉
死
し
た
家
臣
の
七
人
と
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関

し
て
永
平
寺
境
内
寂
光
苑

に
あ
る
二
基
の
五
輪
塔

の
存
在
が
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
（
図
８
）。

二
基
の
五
輪
塔
は
忠
昌

死
去
後
の
八
月
十
九
日

に
殉
死
し
た
家
臣
鈴
木
多

宮
と
、
そ
の
陪
臣
で
慶
安

元
年
（
一
六
四
八
）
八
月

十
九
日
に
鈴
木
多
宮
に
追

腹
し
た
来
栖
半
之
丞
の
墓

で
あ
る
。
来
栖
半
之
丞
は

鈴
木
多
宮
に
伴
っ
て
殉
死

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
主
人
か
ら
嫡
子
の
成
長
を
見
届
け
る
よ
う
に
託
さ
れ

生
き
残
っ
た
。
し
か
し
、
慶
安
元
年
正
月
に
そ
の
子
が
死
去
し
た
た
め
に
当
初

の
意
志
に
従
い
殉
死
し
た（

（（
（

。両
者
の
石
塔
に
は
命
日
が
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
る
が
、

死
後
の
何
時
に
造
ら
れ
た
か
は
造
立
銘
が
な
い
限
り
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
石
塔

横
に
は
「
今
□
正
保
二
乙
酉
年
八
月
十
九
日　

奉
造
立
石
燈
籠
／
来
栖
半
之
丞

敬
白
」
と
、
来
栖
半
之
丞
が
奉
納
し
た
灯
籠
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
鈴
木
多

宮
の
石
塔
は
正
保
二
年
頃
、
遅
く
と
も
来
栖
半
之
丞
が
追
腹
し
た
慶
安
元
年
ま

で
に
造
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

一
方
、
松
平
家
廟
所
の
隆
芳
院
石
塔
背
後
に
あ
る
五
基
五
輪
塔
の
南
端
に
も

鈴
木
多
宮
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
石
塔
は
他
の
殉
死
し
た
家
臣
と
同
時
期
に
同
じ

図８　鈴木多宮（左）・来栖半之丞（右）の五輪塔と
灯籠（中央）、灯籠銘（永平寺寂光苑内）
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六
十
七
巻
一
号

様
式
で
造
ら
れ
た
五
輪
塔
で
、寂
光
苑
の
鈴
木
多
宮
石
塔
の
様
式
と
は
異
な
り
、

明
ら
か
に
造
立
主
あ
る
い
は
造
立
時
期
が
異
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
当
初
は

六
人
の
家
臣
の
墓
が
廟
所
の
北
隅
に
設
け
ら
れ
、
鈴
木
多
宮
一
人
は
現
在
の
寂

光
苑
に
位
置
す
る
所
に
、
単
独
で
墓
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
本
図
に
み
ら
れ
る
墓
石
状
の
石
塊
が
六
個
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

そ
の
後
、
本
図
の
景
観
年
以
後
と
な
る
延
宝
二
年
頃
に
お
こ
な
わ
れ
た
大
安
院

石
塔
増
設
に
伴
い
、
そ
の
位
置
を
隆
芳
院
石
塔
の
両
脇
や
背
後
に
移
さ
れ
、
同

時
に
鈴
木
多
宮
石
塔
も
追
加
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
永
平
寺
に
は
鈴
木
多
宮
の
石
塔
が
二
ヶ
所
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
　
　

六　

塔
頭　

長
寿
院
と
隆
昌
院

　

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
の
「
越
前
国
吉
田
郡
志
比
庄
永
平
寺
并
諸
塔
頭
霊

供
田
目
録（

（（
（

」
に
は
、
開
山
塔
頭
承
陽
庵
、
中
興
塔
頭
霊
梅
院
、
地
蔵
院
、
霊
仙

院
、
如
意
庵
の
五
塔
頭
が
存
在
す
る
。
一
方
、
寛
文
年
間
か
ら
延
宝
年
間
と
貞

享
以
後
元
禄
年
間
の
二
時
期
の
成
立
が
想
定
さ
れ
る
「
越
前
国
寺
庵（

（（
（

」
に
は
地

蔵
院
、
嶺
梅
院
、
長
寿
庵
、
承
陽
庵
、
隆
昌
庵
、
如
意
庵
の
六
塔
頭
が
み
え
る
。

寛
文
十
二
年
か
ら
延
宝
二
年
頃
の
絵
図
に
描
か
れ
る
塔
頭
は
、
志
比
外
に
移
っ

た
如
意
庵
を
除
く
と
、
明
応
四
年
以
降
か
ら
ず
っ
と
境
内
に
存
続
す
る
開
山
塔

頭
承
陽
庵
・
霊
梅
院
・
地
蔵
院
、
そ
し
て
霊
仙
院
あ
る
い
は
江
戸
時
代
以
降
に

開
か
れ
た
と
さ
れ
る
長
寿
院
と
隆
昌
院
の
塔
頭
が
考
え
ら
れ
る
。
霊
仙
院
は
道

元
禅
師
の
頃
か
ら
存
在
し
た
と
さ
れ
る
が
、江
戸
時
代
中
期
に
は
す
で
に
な
く
、

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
永
平
寺
を
訪
れ
た
面
山
瑞
方
の
「
吉
祥
草（

（（
（

」
に

は
、
永
平
寺
十
境
の
霊
山
谷
で
地
蔵
院
の
西
方
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
霊
仙
院
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
志
比
外
の
三
明
谷
に
再
興
さ
れ

て
い
る（

（（
（

。
こ
の
時
の
再
興
願
に
は
「
一
、
永
平
寺
塔
頭
霊
仙
院
と
申
寺
、
古
来

ゟ
御
座
候
得
共
場
所
惣
敷
度
々
雪
損
等
御
座
候
ニ
付
近
年
急
置
候
、
然
共
由
緒

有
之
寺
ニ
御
座
候
旨
、
長
寿
院
殿
御
石
塔
御
立
被
遊
候
節
御
替
ニ
御
寄
附
被

遊
候
場
所
三
明
谷
（
後
略
）」
と
あ
り
、
霊
仙
院
は
江
戸
時
代
中
頃
に
は
廃
絶

あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
霊
仙
院
が
新
た

に
移
っ
た
三
明
谷
（
永
平
寺
町
荒
川
区
）
の
敷
地
は
、
霊
仙
院
の
塔
頭
敷
地
が

長
寿
院
の
石
塔
建
設
時
に
福
井
藩
に
よ
っ
て
召
し
上
げ
ら
れ
た
た
め
の
替
地
で

あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
長
寿
院
の
石
塔
は
境
内
に
な
く
、
長
寿
院
塔
頭
名
に

良
く
似
た
長
松
院
あ
る
い
は
慶
寿
院
の
何
れ
の
石
塔
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る
。
長
松
院
石
塔
は
開

山
堂
の
北
東
隣
り
に
建

つ
御
霊
屋
内
に
あ
り
、

霊
仙
院
が
地
蔵
院
の
西

方
山
間
か
ら
伽
藍
内
の

開
山
堂
隣
り
に
移
転
し

て
い
た
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
慶
寿

院
石
塔
は
松
平
家
廟
所

内
の
隆
芳
院
墓
所
南
側

で
、経
堂
の
北
に
あ
り
、

図９　塔頭の書き込み文字
（「永平寺寺境絵図」より）
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「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

こ
の
場
所
に
塔
頭
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
霊
仙
院
の

塔
頭
敷
地
が
長
寿
院
と
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
本
図
の
長
寿
院
書
き
込

み
は
、
書
き
直
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
長
松
院
、
慶
寿
院
、
隆
昌
院
、
霊
山

院
あ
る
い
は
別
の
ど
の
よ
う
な
書
き
込
み
で
あ
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い

（
図
９
）。
し
か
し
、
隆
昌
院
は
「
隆
」
の
字
が
二
重
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
、
除
か
れ
る
。
書
き
込
み
の
「
長
寿
院
」
は
「
長
」
と
「
院
」
の
字

下
に
現
状
の
字
と
は
違
う
部
分
に
薄
い
汚
れ
状
の
も
の
が
み
え
る
。
こ
の「
院
」

の
こ
ざ
と
偏
の
形
は
、
松
平
家
廟
所
の
隆
芳
院
様
や
慶
寿
院
様
の
「
院
」
と
同

じ
こ
ざ
と
偏
を
も
つ
「
隆
」
と
異
な
り
、
明
ら
か
に
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
中

央
か
ら
左
下
に
斜
め
に
薄
い
墨
の
痕
跡
が
見
え
、「
庵
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
隆
昌
院
」
の
「
隆
」
字
に
は
隆
の
字
が
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
院
の
下
に
は
長
寿
院
と
同
じ
斜
め
の
墨
痕
跡
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
隆

昌
院
」
の
建
物
は
隆
昌
庵
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
隆
昌
庵
か
ら
隆
昌
院
と

す
る
に
は
末
尾
の
庵
を
院
に
替
え
る
だ
け
で
よ
い
の
に
初
字
も
書
き
変
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
二
字
目
の
「
昌
」
も
書
き
換
え
ら
れ
て
い
て
、
隆
芳
庵
で
あ
っ

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
霊
仙
院
の
再
興
願
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
隆
芳
院

石
塔
の
建
立
に
際
し
て
境
内
に
新
た
な
塔
頭
を
設
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ

れ
が
隆
昌
院
前
身
の
隆
芳
庵
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
忠
昌
（
隆
芳
院
）
は
正
保
二
年
八
月
一
日
江
戸
で
逝
去
し
、
遺

骸
は
福
井
に
運
ば
れ
て
火
葬
に
ふ
さ
れ
た
。こ
れ
は
忠
昌
の
生
前
の
希
望
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
葬
儀
は
浄
土
宗
の
菩
提
寺
運
正
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
遺

骨
は
運
正
寺
で
は
な
く
、
翌
年
八
月
十
二
日
に
永
平
寺
に
納
骨
さ
れ
た（

（（
（

。
石
塔

造
立
は
こ
の
時
指
示
さ
れ
、
翌
四
年
八
月
四
日
完
成
し
、
供
養
法
要
が
行
わ
れ

た（
（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
忠
昌
が
永
平
寺
を
如
何
に
大
事
に
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ

る
。
す
で
に
境
内
の
承
陽
庵
横
に
は
元
和
五
年
逝
去
し
た
祖
母
長
松
院
の
御
霊

屋
が
設
け
ら
れ
、
墓
石
下
に
は
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
記

録
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
元
和
五
年
頃
に
長
松
院
廟
を
建
立
し
た
二
代
忠
直
、

三
代
忠
昌
の
時
に
は
福
井
藩
と
永
平
寺
は
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
窺
え
る
。

　

そ
の
後
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
八
月
に
今
ま
で
の
永
平
寺
領
二
〇
石
に

加
え
て
隆
芳
院
石
塔
燈
供
等
と
し
三
〇
石
が
加
増
さ
れ
て
五
〇
石
と
す
る
案
文

が
作
成
さ
れ
、
寛
文
元
年
に
は
福
井
藩
領
内
の
寺
社
と
共
に
同
内
容
で
寄
進
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
隆
芳
院
の
石
塔
は
こ
の
時
点
で
は
永
平
寺
に
し
か
造
立
さ
れ
て
お

ら
ず
、
四
代
藩
主
光
通
に
よ
っ
て
大
安
寺
に
石
塔
が
造
立
さ
れ
た
の
は
、
正
保

四
年
か
ら
遅
れ
る
こ
と
五
年
の
万
治
三
年
三
月
で
あ
っ
た（

（（
（

。　
　

　

高
野
山
の
石
塔
を
別
と
し
て
、
福
井
藩
初
期
の
藩
主
で
あ
る
初
代
秀
康
が
浄

土
宗
の
浄
光
院
（
後
の
運
正
寺
）・
曹
洞
宗
の
孝
顕
寺
、
四
代
光
通
が
臨
済
宗

の
大
安
寺
、
五
代
・
七
代
吉
品
が
臨
済
宗
の
瑞
源
寺
を
菩
提
寺
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
石
塔
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
二
代
忠
直
は
改
易
さ
れ
て
福
井
藩
と
は
表
面

上
は
関
係
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
六
代
綱
昌
は
病
気
の
た
め
改
易
さ
れ
、
高
野

山
に
石
塔
が
設
け
ら
れ
て
除
外
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
れ
ば
、
当

初
隆
芳
院
の
墓
所
が
唯
一
永
平
寺
の
み
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
石
塔
を
守
る
塔
頭

が
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
福
井
藩
が
半
知
の
二
五
万
石
と
な
っ
た
七
代
藩

主
吉
品
の
「
探
源
院
様
御
再
勤
後
給
帳（

（（
（

」
に
は
「
一
、五
〇
石　

永
平
寺
／
外

ニ
切
米
廿
石
御
石
塔
領
」
と
あ
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
十
二
代
福
井
藩

主
重
富
が
永
平
寺
に
参
詣
し
た
時
、
隆
昌
院
が
事
前
に
福
井
藩
勘
定
所
に
参
詣
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準
備
の
検
分
を
願
い
、
隆
昌
院
が
隆
芳
院
墓
所
に
、
長
寿
院
が
長
松
院
墓
所
に

詰
め
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
寛
延
以
降
の
福
井
藩
の
「
給
（
（（（
（（（
（（
（

帳
」
に
は
隆
昌
院
は
永
平

寺
石
塔
守
と
し
て
二
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
て
お
り
、
福
井
藩
と
の
関
係
の
深
さ

が
わ
か
る
。

　

本
図
に
よ
れ
ば
、
隆
昌
院
敷
地
は
塔
頭
の
連
な
る
地
域
で
は
な
く
、
道
を
挟

ん
だ
南
側
の
墓
域
東
端
に
あ
り
、
勅
（
使
）
門
か
ら
山
門
へ
の
参
道
と
は
高
い

石
垣
と
塀
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
塀
が
門
（
惣
門
）
と
接
す
る
場
所
は
一

部
飛
び
出
し
て
四
角
に
石
垣
が
積
ま
れ
、
五
輪
塔
数
基
が
置
か
れ
る
。
ま
た
、

隆
昌
院
の
入
口
を
挟
ん
だ
西
側
に
も
同
様
に
石
柵
で
囲
ま
れ
た
五
輪
塔
が
置
か

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
西
か
ら
東
に
徐
々
に
高
く
な
る
墓
石
が
散
在

し
た
敷
地
を
造
成
し
て
塔
頭
敷
地
と
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
本
図
で
は
霊

梅
院
と
地
蔵
院
の
間
の
敷
地
は
空
地
で
あ
り
、
こ
の
場
所
に
隆
昌
院
を
設
け
て

も
よ
い
は
ず
な
の
に
、
困
難
な
敷
地
造
成
を
お
こ
な
っ
て
設
け
て
い
る
。
事

実
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
隆
昌
院
は
こ
の
開
い
た
敷
地
に
移
転
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
隆
昌
院
の
設
置
に
は
、
前
述
の
長
寿
院
の
よ
う
に
既
存
塔
頭
を

移
転
さ
せ
る
必
要
が
な
く
、
よ
り
松
平
家
廟
所
に
近
い
場
所
が
求
め
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
塔
頭
名
が
隆
芳
庵
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て

万
治
二
年
頃
ま
で
に
は
、
福
井
藩
に
よ
る
隆
芳
院
の
菩
提
を
弔
う
た
め
の
塔
頭

が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
塔
頭
名
を
書
き
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
も
の

と
し
て
一
つ
目
は
、
伽
藍
建
物
名
や
永
平
寺
十
一
境
な
ど
を
書
き
加
え
た
時
に

現
状
と
食
い
違
う
部
分
が
多
数
み
ら
れ
た
の
で
、
訂
正
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
塔
頭
名
や
清
池
院
石
塔
名
の
書
き
換
え
や
削
除
は
理
解
で
き
、

同
じ
よ
う
に
清
池
院
単
独
の
墓
所
か
ら
大
安
院
・
清
池
院
の
石
塔
が
二
基
と

な
っ
た
墓
所
と
な
っ
て
食
違
い
が
生
じ
、
石
柵
内
を
削
除
し
た
。
そ
れ
で
は
不

自
然
な
の
で
隆
芳
院
墓
所
や
慶
寿
院
墓
所
内
も
同
じ
よ
う
に
消
し
去
っ
た
。
墓

所
柵
内
に
石
塔
が
描
か
れ
て
い
た
か
ら
石
塔
名
が
全
て
柵
外
に
書
か
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
言
う
推
測
と
も
一
致
す
る
。
も
っ
と
も
墓
所
柵
内
の
石
塔
を
削
除

後
に
法
号
を
書
き
込
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
明
ら
か
に
山
内

の
建
物
と
同
時
期
に
書
き
加
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
長
松
院
殿
」
と
同
じ
よ

う
に
「
様
」
を
使
用
せ
ず
「
殿
」
を
用
い
た
は
ず
で
、
本
図
当
初
か
ら
の
書
き

込
み
と
考
え
ら
れ
る
。
山
門
横
の
廟
所
入
口
門
か
ら
松
平
家
廟
所
に
至
る
階
段

も
消
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
じ
理
由
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
削

除
さ
れ
た
部
分
は
い
ず
れ
も
直
線
的
な
削
除
が
目
立
っ
て
お
り
、
意
識
的
に
削

除
さ
れ
た
証
拠
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
目
は
本
図
の
制
作
意
図
で
詳
述

す
る
が
、
永
平
寺
住
持
が
退
院
し
た
時
の
現
状
景
観
と
絵
図
景
観
が
一
致
し
な

く
な
っ
た
た
め
に
本
図
の
一
部
が
削
除
さ
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
想
像
の
域
を
で
な
い
。

　
　
　

七　

絵
図
の
意
図

（
一
）
建
物
等
の
描
写

　

本
図
の
描
写
は
ほ
ぼ
精
密
正
確
で
あ
る
が
、
現
状
の
地
図
と
比
べ
る
と
、
門

前
村
は
伽
藍
や
塔
頭
の
敷
地
よ
り
小
さ
く
描
か
れ
る
。
こ
の
様
子
は
建
物
の
大

き
さ
に
よ
く
現
れ
、
門
前
村
の
百
姓
や
大
工
の
住
居
が
小
さ
か
っ
た
と
い
え
、

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
特
に
霊
梅
院
・
地
蔵
院
（
文
字
書
き
込
み
に
よ
る
）
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平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

の
建
物
が
大
き
く
、
霊
梅
院
は
長
寿
院
の
二
倍
以
上
の
大
き
さ
が
あ
り
、
山
門

に
も
匹
敵
す
る
。
塔
頭
で
敷
地
入
口
に
唯
一
門
を
も
ち
、
広
い
前
庭
が
あ
る
立

派
な
塔
頭
で
あ
る
。

　

一
方
、
伽
藍
の
主
軸
線
上
に
建
て
ら
れ
る
山
門
・
仏
殿
・
大
殿
に
も
大
き
さ

の
違
い
が
見
ら
れ
る
（
図
10
）。
手
前
か
ら
奥
に
行
く
に
従
い
建
物
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
建
物
は
一
般
的
に
間
口
奥
行
で
そ
の
大
き
さ
が
変
わ
り
、
間
口

や
奥
行
が
大
き
く
な
れ
ば
、
建
物
外
観
は
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
特
別
な
場

合
を
除
い
て
同
じ
よ
う
な
用
途
の
建
物
は
、
柱
の
立
つ
柱
間
（
一
間
）
が
極
端

に
大
き
く
な
る
と
い
う
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
同
様
に
各
階
の
層
高
さ
を
示
す

柱
長
さ
（
礎
石
か
ら
梁
下
ま
で
）
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
視
点
で
間
口
や
屋
根

ま
で
の
高
さ
を
み
る
と
、
手
前
の
山
門
か
ら
奥
の
大
殿
に
行
く
に
従
い
柱
間
が

大
き
く
な
り
、
梁
ま
で
の
柱
長
さ
も
長
く
な
る
。
同
じ
用
途
に
近
い
建
物
と
み

ら
れ
る
大
庫
裏
と
小
庫
裏
を
比
較
し
て
も
柱
間
・
柱
高
さ
が
奥
の
小
庫
裏
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。こ
の
視
点
か
ら
見
て
も
霊
梅
院
は
両
横
の
塔
頭
の
地
蔵
院
・

長
寿
院
よ
り
も
大
き
く
描
か
れ
、
背
面
北
東
の
衆
寮
よ
り
大
き
く
描
か
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
単
な
る
描
法
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
意
識
し
て
大
き
く
詳
細

に
描
か
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
門
前
大
工
村
に
鎮

座
す
る
白
山
権
現
に
み
ら
れ
る
。
社
殿
は
周
囲
の
民
家
に
比
べ
て
は
る
か
に
大

き
く
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
拝
殿
は
茅
葺
き
の
入
母
屋
造
平
入
り
建
物
で
、

中
央
が
吹
き
さ
ら
し
で
、
そ
の
前
に
大
き
な
踏
石
が
あ
っ
た
こ
と
、
本
殿
は
千

木
・
鰹
木
の
あ
る
妻
入
り
茅
葺
き
で
、
正
面
に
向
拝
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

白
山
権
現
は
道
元
禅
師
の
一
夜
碧
巌
か
ら
勧
請
さ
れ
た
神
社
と
言
わ
れ
る
。
ま

た
、
本
図
の
拝
殿
を
さ
し
て
い
る
か
は
考
察
を
要
す
る
が
、
拝
殿
は
永
平
寺
の

永
峻
和
尚
（
嶺
厳
英
峻
禅
師
）
が
建
て
た
と
言
わ
れ
る
永
平
寺
に
と
っ
て
関
係

の
深
い
建
物
で
あ
る（

（（
（

。道
を
挟
ん
で
西
に
あ
る
社
殿
は
社
名
が
樹
木
と
重
な
り
、

さ
ら
に
剥
落
し
て
い
て
わ
か
ら
な
い
が
、
本
殿
は
三
社
あ
っ
て
、
小
さ
な
板
葺

き
の
店
棚
造
で
あ
っ
た
様
子
も
わ
か
る
程
に
細
密
に
描
か
れ
る
。
同
様
に
塔
頭

対
岸
に
あ
る
天
照
大
神
の
社
殿
も
詳
細
に
描
か
れ
る
。
な
お
、
地
蔵
院
の
南
側

に
不
世
軒
と
書
か
れ
る
建
物
は
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
門
前
の
民
家
と
考

え
ら
れ
ず
、
敷
地
は
小
さ
い
な
が
ら
も
正
面
を
石
垣
で
囲
み
、
前
庭
を
も
ち
、

塔
頭
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
志
比
外
に
替

地
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
江
戸
中
期
に
廃
絶
同
然
と
な
っ
た
霊
仙
院
が
一
時
あ
っ

た
場
所
の
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

塔
頭
の
南
に
あ
る
墓
域
に
は
た
く
さ
ん
の
石
塔
が
描
か
れ
、
そ
れ
ら
は
五
輪

塔
・
宝
篋
印
塔
・
卵
塔
な
ど
と
わ
か
る
よ
う
に
細
か
く
区
別
し
て
描
か
れ
て
い

図 10　七堂伽藍拡大図
（「永平寺寺境絵図」より）
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る
。
と
こ
ろ
が
松
平
家
廟
所
内
に
造
ら
れ
、
家
臣
石
塔
の
可
能
性
の
高
い
石
列

は
単
な
る
大
き
な
石
塊
で
描
か
れ
、
意
図
的
に
省
略
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
る
。
な
お
、
大
庫
裏
南
の
浴
室
は
建
物
の
大
き
さ
の
割
に
柱
や
屋
根
は
単

線
で
簡
単
に
描
か
れ
て
い
る
。
浴
室
の
南
に
あ
る
閻
魔
堂
は
浴
室
の
半
分
以
下

の
大
き
さ
で
あ
り
な
が
ら
柱
や
屋
根
は
二
重
線
で
描
か
れ
、
宝
形
屋
根
に
路
盤

や
相
輪
さ
ら
に
屋
根
四
隅
ヘ
の
鎖
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
伽
藍
の
建
物

は
南
か
ら
見
て
描
か
れ
、
文
字
も
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
し
か
し
、
浴
室
は

建
物
も
文
字
も
西
か
ら
見
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
浴
室
は
当
初
描

か
れ
た
建
物
と
は
異
な
り
、
後
で
描
か
れ
た
も
の
で
考
察
の
範
囲
外
と
な
る
。

（
二
）
描
画
範
囲

　

本
図
に
描
写
さ
れ
る
地
域
は
、
北
西
が
荒
谷
か
ら
永
平
寺
へ
向
か
う
川
沿
い

の
道
両
側
に
設
け
ら
れ
た
石
垣
と
標
柱
さ
ら
に
そ
の
横
に
立
つ
下
馬
札
か
ら
、

南
西
が
大
工
村
ま
で
、
そ
れ
以
外
は
永
平
寺
の
周
囲
を
取
り
巻
く
山
々
で
あ

る
。
本
図
で
先
ず
目
に
つ
く
も
の
は
濃
い
墨
で
描
か
れ
る
樹
木
（
杉
等
）
で
、

こ
れ
ら
は
永
平
寺
に
向
か
う
道
沿
い
、
菩
提
林
、
永
平
寺
川
沿
い
の
参
道
、
塔

頭
周
囲
と
開
山
石
塔
を
は
じ
め
と
す
る
墓
域
、
伽
藍
建
物
と
松
平
家
廟
所
の
周

囲
、
大
工
村
道
沿
い
と
白
山
権
現
に
あ
る
。
大
き
な
樹
木
は
こ
れ
ら
の
地
域
に

植
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
周
囲
の
山
々
に
も
大
き
な
樹
木
が

多
数
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
数
は
意
外
に
少
な
い
。
周
囲
の
山
々
で
大
き
な
樹

木
（
広
葉
樹
も
含
め
）
が
描
か
れ
る
場
所
は
、
そ
の
近
く
に
建
物
や
岩
や
川
な

ど
の
特
色
あ
る
景
色
が
み
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
さ
く
て
目
立
た
な
い
石
塔
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
。
伽
藍
か
ら
遠
く
離
れ
た
菩
提
林
、
塔
頭
前
の
墓
域
に
も
み
ら
れ
る
。
同
様

に
永
平
寺
山
内
に
秋
葉
・
神
明
な
ど
の
小
祠
も
多
数
描
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
図
へ
の
書
き
込
み
文
字
は
、
前
述
の
よ
う
に
文
字
の
大
き
さ
、
訂

正
さ
れ
た
も
の
、
文
字
を
消
し
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
書
か
れ
た

時
期
も
明
ら
か
に
後
か
ら
補
筆
し
た
も
の
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
を
必
要
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
絵
図
作
成
の
契
機

　

金
坂
氏
に
よ
れ
ば
、
本
図
作
成
の
契
機
は
氏
が
推
定
し
た
景
観
年
代
（
延
宝

四
年
〜
元
禄
八
年
）
の
二
十
一
年
間
に
お
け
る
福
井
藩
と
永
平
寺
と
の
関
係
、

さ
ら
に
幕
府
と
福
井
藩
と
の
関
係
か
ら
消
去
法
に
よ
っ
て
天
和
元
年
の
廻
国
巡

見
使
を
契
機
と
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
寛
文
十
二
年
か
ら
延
宝
二
年

頃
の
景
観
図
で
あ
る
か
ら
、
天
和
元
年
の
廻
国
巡
見
使
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ち

な
み
に
天
和
元
年
以
前
の
巡
見
使
は
寛
文
七
年
に
派
遣
さ
れ
て
い
て
、
景
観
年

と
あ
わ
な
い
。

　

本
図
は
全
体
的
に
正
確
精
密
に
描
か
れ
な
が
ら
詳
細
に
み
て
み
る
と
、
塔
頭

や
伽
藍
の
あ
る
境
内
が
や
や
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
建
物
で
は
塔
頭
の
霊
梅

院
と
地
蔵
院
、
伽
藍
の
奥
に
位
置
す
る
大
殿
・
方
丈
・
小
庫
裏
が
他
と
比
較
し

て
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
門
前
大
工
村
に
あ
っ
て
高
祖
や
住
持
と
の
関

係
に
よ
り
造
ら
れ
た
白
山
権
現
が
周
囲
の
民
家
よ
り
特
に
大
き
く
細
か
く
描
か

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
霊
梅
院
は
永
平
寺
を
中
興
し
た
五

世
義
雲
禅
師
に
よ
る
塔
頭
で
、
明
応
四
年
に
は
塔
頭
で
は
所
領
が
も
っ
と
も
多

か
っ
た
。
地
蔵
院
は
、
四
世
義
演
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
と
さ
れ
る
中
世
か
ら

つ
づ
く
塔
頭
で
あ
る
。
隆
昌
院
は
近
世
に
入
っ
て
で
き
た
と
さ
れ
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
草
創
が
不
詳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
五
〇
世
玄
透
禅
師
が
三
世
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国
京　
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

徹
通
義
介
禅
師
の
開
山
と
し
た
も
の
と
あ
る
が（
（（
（

、
開
山
当
初
か
ら
隆
芳
院
の
石

塔
守
の
塔
頭
と
し
て
出
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
長
寿
院
も
三
五
世
晃

全
禅
師
に
よ
っ
て
元
禄
初
め
に
開
山
と
さ
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
霊
仙
院
敷

地
と
交
換
し
て
開
山
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
慶
寿
院
石
塔
造
立
の
万
治

二
年
頃
の
開
山
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
福
井
藩
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
塔
頭
と

な
る
。

　

本
図
の
景
観
年
代
よ
り
少
し
前
の
寛
永
十
八
年
に
前
住
の
徳
照
禅
師
は
山
内

隠
寮
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
隠
寮
は
普
通
霊
梅
院
と
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
一
方
、

時
代
は
降
る
が
宝
暦
二
年
の
高
祖
五
百
回
忌
に
総
持
寺
芳
春
院
大
同
の
参
拝
の

記
録
に
は
、
地
蔵
院
へ
先
ず
到
着
し
、
そ
の
後
本
山
役
方
へ
問
い
合
わ
せ
た
上

で
霊
梅
院
を
宿
坊
と
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
地
蔵
院
よ
り
嶺
梅
院
が
上
位

の
塔
頭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
序
列
は
本
図
の
建
物
大
き
さ
に
も
見
て

と
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
位
の
塔
頭
、
さ
ら
に
住
持
の
住
す
る
方
丈
・
小
庫
裏
・

大
殿
、
高
祖
や
住
持
に
関
す
る
白
山
権
現
を
一
際
大
き
く
描
く
こ
と
は
、
福
井

藩
に
関
係
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
永
平
寺
独
自
の
意
図
の
元
に
本
図

が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
ち
な
み
に
前
述
の
よ
う
に
寛
文
十
一
年

七
月
に
福
井
藩
主
光
通
が
清
池
院
石
塔
に
分
骨
す
る
た
め
に
登
拝
し
た
後
に（

（（
（

、

福
井
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
で
あ
れ
ば
、
石
塔
守
の
た
め
に
江
戸
初
期

に
設
け
ら
れ
た
塔
頭
と
し
て
の
隆
昌
院
と
長
寿
院
が
絵
図
の
よ
う
に
小
さ
く
描

か
れ
る
こ
と
は
考
え
難
い
。

　

本
図
の
作
成
年
と
さ
れ
る
時
の
永
平
寺
住
持
は
三
一
世
月
洲
尊
海
禅
師
で
、

永
平
寺
に
寛
文
十
年
十
月
入
院
、
延
宝
四
年
春
退
院
、
大
野
郡
勝
山
の
義
宣
寺

に
隠
居
、
天
和
三
年
十
二
月
十
五
日
江
戸
で
死
去
し
て
い
る（

（（
（

。
尊
海
禅
師
の
永

平
寺
に
お
け
る
事
績
は
加
賀
大
乗
寺
再
興
に
対
し
て
の
免
牘
を
お
く
っ
て
い
る

こ
と
と
清
池
院
石
塔
の
銘
文
が
あ
る
が
、絵
図
作
成
を
指
示
し
た
記
録
は
な
い
。

し
か
し
、
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
隠
居
に
際
し
て
次
期
住
持
へ
永
平
寺
の
財

産
を
記
す
記
録
を
残
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
別
の
形
と
し
て

永
平
寺
に
と
っ
て
重
要
な
寺
域
・
建
物
・
地
物
を
描
い
て
残
し
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
永
平
寺
は
福
井
藩
か
ら
寺
領
を
寄
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
は
別
に
中
世
か
ら
持
ち
山
・
伽
藍
・
門
前
村
の
支
配
を
時
の
為
政
者
か
ら

許
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
福
井
藩
の
「
寺
社
其
外
町
役
等
御
朱
印
留（

（（
（

」
に
は
、

多
く
の
寺
へ
は
寺
領
寄
進
の
他
に
境
内
の
禁
制
を
出
し
て
い
る
の
に
永
平
寺
に

は
一
切
そ
の
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
も
永
平
寺
の
寺
域
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
っ
た
背
景
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本

図
の
景
観
年
代
が
遅
く
と
も
禅
師
退
院
二
年
前
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
退
院
時
に

は
本
図
が
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
後
に
大
安
院
石
塔
が
増
設

さ
れ
た
た
め
、
急
遽
食
い
違
う
部
分
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
消
し

去
る
た
め
清
池
院
の
石
塔
名
や
各
墓
所
内
石
塔
を
消
し
去
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

八　

ま
と
め

　
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
松
平
家
廟
所
の
歴
史
、
廟
所
の
床
石
板
に
の

こ
る
痕
跡
、
廟
所
の
描
か
れ
た
指
図
、
さ
ら
に
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
の
書
き

込
み
文
字
や
図
に
残
る
痕
跡
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
廟
所
は
正
保
四
年
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

の
隆
芳
院
石
塔
造
立
、
万
治
二
年
の
慶
寿
院
石
塔
造
立
、
寛
文
十
一
年
の
清
池

院
石
塔
造
立
、
延
宝
二
年
の
大
安
院
石
塔
造
立
が
な
さ
れ
て
、
徐
々
に
拡
大
し

て
い
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
安
院
石
塔
造
立
時
に
隆
芳

院
家
臣
の
石
塔
が
隆
芳
院
墓
所
内
に
移
動
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
廟
所
変
遷
の
状
態
か
ら
寺
境
絵
図
の
景
観
年
代
が
寛
文
十
二
年
か
ら
延

宝
二
年
頃
の
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　

廟
所
の
造
立
過
程
か
ら
境
内
塔
頭
の
隆
昌
院
と
長
寿
院
が
、
廟
所
の
建
設
に

伴
っ
て
開
山
さ
れ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に

本
図
の
描
写
内
容
を
細
か
く
検
討
し
、
永
平
寺
関
係
の
建
物
や
地
物
が
細
か
く

描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
作
成
主
が
永
平
寺
関
係
者
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
契
機
を
住
持
の
隠
居
に
伴
う
引
き
継
ぎ
の
た

め
で
は
な
い
か
と
大
胆
に
推
論
し
た
。
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本
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を
ま
と
め
る
に
あ
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、
大
本
山
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平
寺
、
松
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、
高
山
幸
典

氏
、
福
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県
文
書
館
、
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前
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平
家
福
井
事
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所
、
福
井
市
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ボ
ラ
ン
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ィ
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」
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。
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註（
１
） 『
永
平
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
大
本
山
永
平
寺　

二
〇
一
八
年
九
月
。

（
２
）
金
坂
清
則
『
福
井
県
史
資
料
編
16
上
絵
図
・
地
図
―
解
題
・
解
説
―
』
一
九
九
〇
年

二
月 

七
〇
〜
七
四
頁
。

（
３
）
拙
稿
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」『
傘
松
』
六
四
七
号　

一
九
九
七
年
八
月 

五
四
〜
六
三
頁
。

「
永
平
寺
隆
芳
院
廟
所
に
つ
い
て
ー
福
井
藩
の
霊
廟
建
築
に
関
す
る
研
究
そ
の
一
ー
」『
日

本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
一
九
九
四
年
四
月 

二
五
三
〜
二
五
九
頁
。

（
４
）
前
掲
（
３
）
の
論
考
時
に
よ
る
。
本
図
は
そ
れ
を
一
部
わ
か
り
易
く
改
め
た
。

（
５
） 「
永
平
寺
御
石
塔
指
図
」
松
平
文
庫　

福
井
県
文
書
館
保
管
。

（
６
） 『
永
平
寺
史
下
』
一
九
八
二
年
九
月 

八
三
六
〜
八
三
九
頁
。

（
７
） 「
越
前
世
譜
光
通
様
御
代
四
（
８
）」
松
平
文
庫 

福
井
県
文
書
館
保
管 

寛
文
十
一
年

三
月
二
八
日
。

（
８
）
前
掲
（
７
）「（
寛
文
十
一
年
）
一
、六
月
八
日　

清
池
院
様
御
法
事
於
浄
光
院
来
七

月
御
／
執
行
有
之
ニ
付
御
分
骨
為
御
迎
酒
井
十
之
丞
江
戸
表
江
／
被
指
置
之
今
日
福
井

出
立
／
但
右
御
分
骨
七
月
十
三
日
福
井
江
御
着
」。

（
９
） 

清
池
院
石
塔
銘
は
『
永
平
寺
雑
考
』
笛
岡
自
照　

一
九
七
三
年
四
月 

二
四
四
頁
。

（
10
） 

前
掲
（
１
）。
さ
ら
に
詳
し
く
は
令
和
四
年
度
刊
行
予
定
の
『
福
井
県
指
定
有
形
文
化

財
南
専
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
を
参
照
。

（
11
）「
越
前
世
譜　

忠
昌
様
御
代
下
（
４
）」
松
平
文
庫　

福
井
県
文
書
館
保
管　
「（
正
保

二
年
）
一
、八
月
朔
日
卯
刻
／
忠
昌
様
於
霊
巌
嶋
御
屋
敷
御
逝
去
御
年
四
十
九
」、「
越
前

世
譜　

光
通
様
御
代
一
（
５
）」
松
平
文
庫　

福
井
県
文
書
館
保
管　
「（
正
保
三
年
）
一
、

八
月
十
二
日
／
隆
芳
院
様
御
遺
骨
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
江
奉
納
」、「（
正
保
四
年
）
一
、

八
月
四
日
於
永
平
寺
／
隆
芳
院
様
御
石
塔
御
成
就
ニ
付
御
供
養
有
之
／
但
御
造
立
之
儀

去
戌
年
八
月
被
仰
出
之
」。

（
12
）『
国
事
叢
記
上
』
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
共
編 

一
九
六
一
年
三

月 

万
治
元
年
八
月
十
七
日
死
去 

一
六
七
頁
。
前
掲
（
９
） 

万
治
二
年
八
月
十
七
日
石
塔

造
立 

二
四
三
頁
。
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国
京　
「
永
平
寺
寺
境
絵
図
」
に
つ
い
て

（
13
）「
越
前
世
譜
光
通
様
御
代
五
（
９
）」
松
平
文
庫　

福
井
県
文
書
館
保
管

　
「（
延
宝
二
年
三
月
二
十
四
日
）
一
、
同
日
戌
刻
於
御
本
丸
御
逝
去
御
年
三
十
九
」、「
一
、

七
月
十
六
日
／
大
安
院
様
御
分
骨
浄
光
院
ゟ
志
比
庄
吉
祥
山
永
平
寺
江
／
御
納
ニ
付
浄

光
院
方
丈
道
中
奉
守
護
（
中
略
）
於
同
寺
／
御
供
養
有
之
」。

（
14
） 

前
掲
（
９
） 
二
四
四
頁
。

（
15
） 

前
掲
（
６
）
一
五
〇
二
頁
。

（
16
）「
越
前
世
譜　

忠
昌
様
御
代
下
（
４
）」
松
平
文
庫　

福
井
県
文
書
館
保
管　

正
保
四

年
八
月
四
日
。

（
17
）『
越
藩
史
略
』三
上
一
夫
校
訂 

歴
史
図
書
社　

一
九
七
五
年
一
一
月　

一
七
九
頁
。『
片

聾
記
・
続
片
聾
記
』
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
共
編
一
九
五
五
年
三

月　

五
六
七
〜
五
六
九
頁
。

（
18
）『
続
片
聾
記
下
』
一
九
五
七
年
三
月
。
越
藩
諸
士
元
祖
由
緒
書
全
に
鈴
木
多
宮
は

四
四
五
・
四
四
六
頁
。
来
栖
半
之
丞
は
四
九
六
頁
に
由
緒
が
み
ら
れ
る
。
由
緒
書
か
ら
鈴

木
は
殉
死
し
た
嫡
子
（
二
代
多
宮
）
は
病
身
で
暇
を
出
さ
れ
、
三
代
多
宮
は
五
代
（
七

代
）
藩
主
吉
品
に
よ
り
召
し
出
さ
れ
た
が
病
身
に
よ
り
病
死
し
、嫡
家
が
廃
絶
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
か
ら
多
宮
の
五
輪
塔
は
殉
死
後
間
も
な
く
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
来
栖

の
子
は
四
代
藩
主
光
通
に
よ
っ
て
召
し
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
来
栖
の
由
緒
書
に
は

鈴
木
多
宮
の
子
は
弟
小
源
太
と
あ
る
。

（
19
）『
永
平
寺
史
上
』
一
九
八
二
年
九
月　

四
七
八
・
四
七
九
頁
。

（
20
）「
越
前
国
寺
庵
」『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
下
』
一
九
七
三
年
一
月 

四
〇
二
頁
。

（
21
）
面
山
瑞
方
「
吉
祥
草
」
永
平
寺
蔵
。

（
22
）
前
掲
（
６
）
九
八
三
頁
。

（
23
）
前
掲
（
12
）『
国
事
叢
記
上
』、「
一
、八
月
六
日　

忠
昌
卿
御
尊
骸
江
府
御
出
駕
。
木

曽
通
、
同
十
七
日
御
帰
城
。
同
日
運
正
寺　

御
入
棺
。（
中
略
）
兼
而
御
願
被　

仰
上
置

候
故
、
御
国
江
為
被
入
。」
一
三
九
頁
。

（
24
）
運
正
寺
蔵
「
運
正
寺
世
代
記
」、「
一
、
隆
芳
院
様
正
保
二
酉
年
八
月
朔
日
於
武
江
／

御
逝
去
則
當
院
に
て
御
葬
式
有
之
御
中
陰
／
御
法
事
等
當
山
に
而
御
執
行
御
遺
骨
當
所

火
葬
永
平
寺
江
／
奉
送
之
由
（
後
略
）」。
前
掲
（
11
）。

（
25
）
前
掲
（
11
）。

（
26
）
前
掲
（
９
）
一
六
五
〜
一
六
八
頁
。

（
27
）
松
平
文
庫
「
寺
社
并
地
下
人
御
朱
印
之
案
」
福
井
県
文
書
館
保
管
。

（
28
）
松
平
文
庫
「
越
前
世
譜
光
通
公
御
代
二
（
６
）」
福
井
県
文
書
館
保
管
。
万
治
三
年

三
月
八
日
、
こ
の
日
大
安
寺
は
寺
領
三
〇
〇
石
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）
松
平
文
庫
「
見
性
院
様
御
代
松
岡
給
帳
・
探
源
院
様
江
大
安
院
様
よ
り
吉
江
御
附
人
・

探
源
院
様
御
再
勤
後
給
帳
」
福
井
県
文
書
館
保
管
。

（
30
）「
福
井
太
守
公
御
参
詣
一
件
記
録
抄
」
訳
註 

熊
谷
忠
興
『
傘
松
』 

第
四
七
九
号 

一
九
八
三
年
八
月
。

（
31
）「
兵
部
大
輔
宗
矩
公
御
代
御
給
帳
寛
延
年
中
之
頃
也
」（
前
掲
17
） 

四
八
六
頁
。「
二
人

石
御
塔
守　

永
平
寺
隆
正
寺
」、
隆
正
寺
は
隆
昌
院
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
前
代

藩
主
の
吉
品
の
給
帳
に
は「
永
平
寺　

御
石
塔
掃
部
藤
井
休
圓
預
」と
あ
る
。
四
四
七
頁
。

（
32
）「
松
平
斉
承
給
帳
」『
福
井
市
史 

資
料
編
四 

近
世
二
』
福
井
市 

一
九
八
八
年
三
月
。

三
七
六
頁
。

（
33
）「
嘉
永
五
子
年
給
帳
」『
福
井
県
史 

資
料
編
三 

中
近
世
一
』
福
井
県 

一
九
八
二
年
三

月　

一
七
五
頁
。

（
34
）
前
掲
（
６
）
九
四
二
〜
九
四
七
頁
。

（
35
）
前
掲
（
６
）
二
五
一
・
二
五
二
頁
。
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

（
36
）
前
掲
（
19
）
六
九
二
頁
。

（
37
）
前
掲
（
６
）
九
七
九
〜
九
八
〇
頁
。

（
38
）
前
掲
（
８
）。

（
39
）
前
掲
（
19
）
七
〇
六
・
七
〇
七
頁
。

（
40
）
松
平
文
庫
「
寺
社
其
外
町
役
等
御
朱
印
留
」
福
井
県
文
書
館
保
管
。


